
 田原停車場 

専用軌道坂本・成羽間が全通

したのは大正8年(1919)ごろ

で す。ト ロ ッ コ は「テ タ テ

ター」とラッパを吹きながら

田原盆地にはいってきまし

た。子どもたちは一番トロッ

コのラッパの音で目を覚まし

ていたそうです。      

解説 小西伸彦氏   写真提供 西本精治氏 

最優秀賞「プラット」 畔 地 里 美 

トロッコ 〔高梁市〕 

 

田
原
プ
ラ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
集
荷
場
に
は
常
駐
の
番
人
が

い
て
、
積
載
す
る
物
や
人
の 

管
理
を
す
る
。
こ
こ
か
ら
出
る

ト
ロ
ッ
コ
は
、
銅
も
運
搬
す
る

が
人
も
運
ぶ
の
だ
。 

 成羽停車場 

成羽町古町住友町は小

御堂というお堂がある

だけの寂しいところで

した。しかし停車場が

できたことで運送会社

や馬車引き、人力車、

トロッコ押し、馬の蹄

鉄屋、うどん屋、湛井

行き中国自動車の乗降

場もできました。 

 田原・成羽間専用軌道 

成羽川左岸に幅1.5メートル

の道床を穿つ難工事は、広島

県の水田市太郎が請負いまし

た。途中の岩には工事犠牲者

を供養する文字が彫られてい

ます。工事費7万円は吉岡鉱

山年間売上の約1割にあたり

ました。 

陰陽鉄路敷設のための検分に来た 

鉄道技士と新米給仕の交流を描く 

 
 

 

七
年
前
、
貨
物
専
用
に
敷
い
た
会
社
の
私
設
軌

道
が
、
い
つ
し
か
住
民
の
足
に
も
な
っ
て
い
た
。

成
羽
ま
で
の
五
里
を
一
銭
玉
ひ
と
つ
で
乗
れ
る
。 

当
初
は
無
賃
で
ト
ロ
ッ
コ
箱
の
ふ
ち
に
摑
ま
っ
て

い
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
危
険
で
も
あ
る
し
、
周

辺
住
民
の
要
望
も
あ
り
箱
の
中
に
腰
掛
け
を
設
置

し
有
料
に
し
た
。
誰
で
も
乗
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

運
賃
も
安
く
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
域
で
の
、
銅

山
業
へ
の
風
当
た
り
を
弱
め
、
親
し
み
や
す
い
存

在
に
し
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 
 

 
 



 雪 舟 生 誕 地 〔総社市赤浜〕 

 室町時代の応永27年（1420）、備中赤浜（現総社市赤

浜）に生まれた雪舟は、室町水墨画を大成し、後世の画壇

に大きな影響をおよぼしたことで画聖と称されています。 

 総社市雪舟生誕地公園は、総社市が誇る偉人雪舟を顕彰

するため、令和2年（2020）11月、生誕から600年の節

目の年に雪舟生誕の地に開園しました。公園では、雪舟の

生涯・功績の紹介や雪舟の国宝指定作品６点全てを精密に

再現した陶板画の展示など雪舟について学ぶことができ、

また、枯山水の庭や桜・モミジなどが植樹された憩いの広

場もあり、四季折々楽しむことができます。      

『きび野』「わが町・村の自慢」１６１号（２０２１年春号）より           

雪舟生誕地公園にある施設 

優秀賞「桃の寺」 伊 藤 大 輔 

写真提供 総社市 

 
 

 

雪
舟
と
拙
宗
と
言
え
ば
、
日
本
美
術
史
で
は
著
名
な
難
題
だ
。 

雪
舟
等
楊
は
、
か
つ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ら
と
と
も
に
世
界
の 

十
大
文
化
人
に
も
選
ば
れ
た
ほ
ど
有
名
な
画
家
だ
。
ア
ニ
メ
に

な
っ
た
一
休
さ
ん
ほ
ど
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
室
町
の

禅
僧
の
中
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
方
で
あ
ろ
う
。
対
し
て
拙

宗
等
揚
の
方
は
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
は
い
ま
い
。

し
か
し
こ
の
拙
宗
、
読
み
方
に
よ
っ
て
は
雪
舟
と
音
が
同
じ
に

な
る
。 

 
 

 
 

 

雪舟生誕地公園にある雪舟像  

雪舟生誕地公園にある誕生碑 

謎に満ちた雪舟の前半生 

に迫る物語 



 スイトン蒜山地方に伝わる妖怪  〔真庭市〕  

 「スイトンは人間の考えていることがすべてわかる。だから、悪い

ことをしようとする人がいると、どこからともなくやってきて、その

人を食べてしまう。そのため、蒜山には悪い人がいない。スイーっと

飛んできて、一本足でトンと立つことから、名付けてスイトン」 
 

 これが一般的に知られている蒜山の妖怪スイトンの説明で、この物

語でもスイトンはこのイメージで描かれている。 

 しかし、真庭市蒜山郷土博物館前原茂雄館長によると、実際に現地

に伝わっている昔話とは少し違うようである。 
 

もとは「すいとんという、人を引きさき食う妖怪がいる。ある時、す

いとんが、山奥で木こりをしている人々の前に出てきた。人々を食べ

ようとしたところ、たき火の中の竹が弾ける音に驚き、逃げ去った」

というもの。ここでは、片仮名ではなく平仮名表記。また、悪人では

なく、善良な人々を食べようとしており、逆にスイトン自身が悪い存

在となっている。これが本来地域に伝わっていた昔話であった。 
 

蒜山が観光地として進展していくなかで、スイトンの本来のイメージ

が大きく脚色されて現在のイメージが定着したのである。 

 

優秀賞「夏眠線」 小 浦 裕 子 

スイトン像と蒜山三座                             写真提供 前原茂雄氏 

 

 
 

 

ス
ィ
―
ッ
と
現
れ
て
、
ト
ン
と
片
足
で
立
つ
。
悪
い
こ
と

を
考
え
て
い
る
人
間
を
、
ま
っ
ぷ
た
つ
に
裂
く
。
こ
の
あ
た

り
で
昔
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
ス
イ
ト
ン
と
い
う
化
け
物
の

話
。
小
さ
い
頃
、
悪
さ
を
す
る
た
び
に
母
に
こ
の
話
を
さ
れ

て
脅
さ
れ
た
。 

 

母
が
引
き
裂
か
れ
た
家
を
見
て
言
っ
た
言
葉
が
、
今
、
私

の
前
に
片
足
で
立
っ
た
。
私
は
裂
か
れ
て
し
ま
っ
た
半
分
の

自
分
を
、
そ
し
て
か
え
で
兄
さ
ん
を
想
像
し
た
。 

参考：前原茂雄「蒜山の歴史を紡ぐ」（『真庭タイムス』） 

義理の兄との「ひみつの部屋」

が豪雨により決壊する 



優秀賞「大正受験事情」 

２０２１年３月撮影 
月見櫓のある中の段 

 県立岡山中学校 〔岡山市〕 

馬 場 友 紀 

 
 「

岡
山
中
学
を
受
け
て
ほ
し
い
ん
じ
ゃ
と
」 

 

志
乃
は
目
を
む
い
て
夫
の
顔
を
、
次
い
で
息
子
の
顔
を

見
た
。
岡
山
中
学
校
と
い
え
ば
、
県
で
一
番
の
名
門
校
で

は
な
い
か
。
岡
山
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国
か
ら
将
来

を
宿
望
さ
れ
た
少
年
た
ち
が
集
う
と
い
う
。
岡
山
城
の
天

守
閣
を
の
ぞ
む
と
い
う
学
び
舎
の
場
所
か
ら
し
て
、
雲
の

上
の
世
界
で
あ
る
。
そ
ん
な
学
校
に
こ
の
子
を
？ 

 江戸時代の岡山城は岡山藩池田家の居城であり、政治の中心地であった。本丸は、天守がある本

段、政庁がある中の段、蔵などが林立する下の段で構成されていた。当時は池田家とその家臣団な

ど限られた人しか入ることが許されない場所であった。  

 明治になり、本丸にあった櫓や御殿の大半は取り壊され、明治29年（1896）には岡山県尋常

中学校（県立岡山朝日高校の前身）の新校舎が完成。 

 明治35年、内田百閒も岡山県岡山中学校と改称された同校に入学、城にあった学舎で五年間を

過ごした。内堀の本丸側渡り詰めに校門があり、下の段には運動場や寮、中の段に校長室や特別教

室、本段に普通教室があった。校舎は昭和20年の戦災で焼失。 

 今は不明門を支える石垣に中学校があったという書が残る。かつて少年たちが勉学に励んだ本段

には、天守が昭和41年（1966）に再建された。 

 『きび野』「ふるさとの想い出」１６１号（２０２１年春号）より 

 

『岡山城史』（同編纂委員会）より 

天守のある本段 

この広場にも校舎があった 

本丸下の段に運動場があった 

大正時代の山村に住む家族

の受験事情を描く 

烏城と共に、在りし日の岡山一中 陸軍航空隊写す 
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